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★本年度の教育方針★

雲一つない快晴の

空に輝く富士

東中から望む富士

の景色は最高です。

写真は４月１日朝

の富士山です。

今年度は、これからの時代を生きる子供たちの「夢の実現」に向けて、教師が「ドリ
ームサポーター」となり、質の高い教育を目指して教職員が一丸となって支援に当たり
ます。授業における支援、学級づくり、生徒会活動や部活動、生活指導など、30年度の
反省を生かし、本年度の教育計画に反映させていきたいと考えています。１年間をとお
して「夢の実現」と「ペップトーク」をキーワードとしていきます。
特に、生徒、教職員が共にふさわしい人権感覚を身につけるよう努力します。各教育

活動を通じて、人権感覚の基盤となる「想像する力」「共感する力」「コミュニケーショ
ン能力」をバランスよく高めていきたいと思います。また、「心に響くコミュニケーショ
ン」と「子供をやる気にする短い言葉がけ」いわゆる「ペップトーク」の研修を深め、
どの生徒にも、やる気とわかる喜び、自己肯定感を育む手立ての構築を目指します。
教育効果を高めるためには、保護者の皆様や地域の皆様のご協力が不可欠です。ご家

庭、地域での生徒への働きかけをお願いします。お気づきのことがありましたら、気軽
に本校職員にお声かけくださいますようお願いいたします。

★新たに1４9名の新入生を迎え…★（4／５入学式）
今年度新たに１４９名の新入生を迎えました。担任から

の呼名に力強く「はい」と返事をして立ち上がる新入生は、
皆引き締まった表情を見せていました。勝呂亜優美さんの
「教科書授与」、中野天晴さんの「誓いの言葉」からは、
中学生となって頑張るぞ！という強い決意とやる気が溢れ
出ていました。さて、初めて中学生をもつ保護者の皆様に
とっては、不安も大きいことと思います。ぜひ家庭での対
話と学校との連携を大切に、よろしくお願い致します。頼
れる一年部に何でもお気軽にご相談ください。
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学校教育目標

夢の実現に向け、挑戦し続ける生徒

重点目標

１ 目標を持ち、確かな学力を身に付ける生徒（知）
２ お互いに認め合い支え合う生徒（徳）
３ 粘り強く、心身を鍛える生徒（体）



★3１年度着任教職員紹介★
１０名の教職員が着任しました。本年度、教職

員総勢３８名で生徒の教育・支援に当たります。
若い教職員、中堅、ベテラン教職員が力を合わせ、
活力のある教職員集団をめざします。どうぞよろ
しくお願いいたします。なお、昨年度末に転退職
をした教職員は以下のとおりです。在任中のご支
援に謹んで御礼申し上げます。

★ようこそ東中学校へ!満開の笑顔に包まれた新入生歓迎会★
9日に行われた「新入生歓迎会」。左の写真は、１年生

のクラス代表に「生徒会入会証」が手渡されている場面で
す。生徒会五箇条の紹介とともに、晴れて生徒会の一員と
なり、総勢432名の函南町立東中学校が本格始動しました。
また、歓迎会では今年一年共に協力し合う縦割班も、生

徒会執行部が用意した楽しい企画の中で決まっていきま
す。下の２枚の写真は、一年生の色決め企画に、一年生だ
けでなく、二年、三年の先輩たちも身を乗り出してエール
を送っている場面です。見ての通りどの生徒もみんな笑
顔！「頑張れ～」「できるよ～」「大丈夫だよ」先輩たちか
ら一年生の代表に投げかけられる言葉は、まさにペップト
ークそのもの。最初は緊張していた一年生も、先輩たちか
らの温かな言葉や拍手を受け、その距離を一気に縮めるこ
とができました。
生徒会執行部では、昨年度末からこの会の企画と準備を

進め、短い準備期間ながら、盛大に会を運営することがで
きました。さすが東中の誇る素晴らしきリーダーたちです。

★写真やビデオのデータ管理について★
最近では保護者様が行事等で来校し、写真やビデオを撮

影することは当たり前の光景になっています。学校で撮影
した写真や動画は、データも含めて、ご家族で大切に管理
をしていただくようお願い申し上げます。投稿サイトへの
掲載はなさらないよう、強くお願いいたします。

★休日の授業日は９月の柏友祭体育の部のみ★
例年、土曜日に開催していた5月の授業参観、部活動参観・懇談会を、今年度から平

日に開催することとなりました。実施日は５月13日(月曜日)となりました。
休日に授業日（行事）を設定すると、部活動の大会と重なり出場できないことがあっ

たり、クラブチームに所属している生徒が学校を欠席しなければならなかったり、平日
が代休日となり、一人で家で過ごすことになったりするなど、不都合が生じるためです。
そのため、今年度の土曜日開催の行事は９月21日(土曜日)に実施されるの柏友祭体育

の部のみとなります。ご理解ご協力をお願いいたします。

【着任者】

小松孝洋 教頭
富永圭太 教諭（理科）
井澤拓巳 教諭（英語）
後藤卓 教諭（数学）
松下枝理香 教諭（家庭）
髙橋 元 講師（美術）
野田雄揮 講師（保体）
石井志都子 学習支援（英語）
川野 翠 町事務
渡邉真由美 用務員

よろしくお願い
します。

【30年度末転退職者】
三枝治好教頭（大仁北小） 野木智教諭（長泉北中）

中西秀樹教諭（清水中） 結城直哉教諭（長泉中）

鈴木成美教諭（函南中） 植木和宏講師（新規採用）

楠幸弥講師（土肥小中一貫校） 小早川務教諭（退職）

清水好美学習支援員（退職） 室伏さやか町事務（函南中）

岩城そよ子用務員（桑村小）



★当たり前のことをしただけですが…「ありがとう」を受けて★
４月７日（土）、部活動が終わって帰宅途中のできごとでした。ひとりの３年生が、学

校近くの町道で、転倒したバイクを目にしました。運転していた方が負傷していると判
断し、急ぎ学校にもどり職員に伝えました。職員が駆けつけ、応急の対応をしました。
目の前でトラブルが起こっているが、自分ひとりでは対処できない。近くの大人に知

らせて解決しよう。……この生徒は瞬時にこのように判断し行動しました。先方には大
変感謝され、後日、学校に謝意が伝えられました。幸いケガは大したことはなかったよ
うです。
当然のことと思っている行為でも、相手には大きな意味をもつことがあります。この

生徒も、相手方や職員に感謝されたり褒められたりしたことに、少しの戸惑いを感じて
いたように見えました。私たちの日常の中にも、大きな価値をもつ当然の行為があふれ
ているのではないでしょうか。そんな行為を感じたら、「ありがとう」と伝えることも当
然の行為にしていきたいものです。


